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９日 (木 )、２７年 度入学式が
行わ れました。今 年度は、男
子１ ４名、女子２ ６名の計４

０名 が入学しまし た。
式 辞の中で愛須 校長は、「

規律 を守ること」 、「高い志
を持 って欲しい」 、「まわり
の人を大切にす る」と呼びか
け、入学を祝い ました。その
後、新入生を代 表して羽山 翼
君が力強く宣誓 をして、入学
式が終わりまし た。

最初のＨＲで 担任の田原先
生は、「一生懸 命がんばる」
、「主体的に行 動する」、「
体と心を鍛えて まわりの人を
大事にする」と の話をして、
１年間が始まり ました。

４月３日（金 ）は離任式でし た。いつもは壇 上で、離
任 される先生方 お一人ずつから 挨拶をいただく のですが
、 今回は坪野前 教頭先生が「み んなと同じ視点 で話をし

た い」というこ とで、急遽フロ アーに席を移し 、挨拶を
い ただきました 。

今回は、古座 校舎で長く勤め られた先生方が 多かった
の で、坪野先生 をはじめ諸先生 方から、いつも 以上に熱
い メッセージを いただきました 。生徒たちも熱 心に聞い

て いました。
終了後は、全 員で記念撮影を 行いました。い つもは校

庭 の桜をバック に写真を撮るの ですが、今回は 雨でかな
わ なかったのが 、残念でした。

離任される先 生方の、新天地 でのますますの ご活躍を

期 待しています 。健康に気をつ け、がんばって 下さい。

転 出教職員紹介

・ 安岡勝彦（校長 ） 南紀支援学 校へ
・ 坪野賢一郎（教 頭） 紀南図書 館長へ

・ 坂本寿志（事務 長） 新宮高校 へ
・ 谷口克朗（国語 ）、松下一京（ 理科）、

久堀隼人（保体 ） 串本古座高 校串本校舎へ

・ 大谷暁子（英語 ） 新翔高校へ

入学 式の次の日に 、対面式
があり ました。２・ ３年生が
拍手で 迎える中を、 担任に誘

導され た１年生が入 場して、
式が始 まりました。

最初 に生徒会長の 下坂悠稀
君が歓 迎の言葉を述 べた後、
１年生 代表の松下紗 和さんが
、「先輩方と 一緒にがんばり
ます」とあい さつ、最後にし
っかりと握手 をして、式は終
わりました。

その後、生 徒会執行部によ
る生徒会活動 や学校行事など
の説明をした 後、校内でのゴ
ミの分別につ いての説明があ
りました。こ の点については
、１年生の諸 君らも協力して
下さい。劇仕 立ての説明はユ

ー モアがあふれ 、おもしろかっ たですね。

初め まして、４月 より
校長と して赴任しま した
愛須貴 志です。古座 とい

う町は 、小さい頃か ら何
度も訪 れていたので 懐か

しい感 じがします。 また
、古座 校舎は緑が多 く、
安らぎ を感じます。 これ

から生 徒の皆さんと 一緒
に 学んでいきたい と思いますので 、よろしくお 願いしま
す 。

さて、新しい年 度がスタートし ました。日々 の授業を
大 切にすることは もちろんですが 、仲間との学 校生活や

、 クラブ活動を通 して己を磨き、 内面から輝け る人間に
な ってほしいと願 っています。「 人間力」とい う言葉が
あ ります。自立し た一人の人間と して力強く生 きていく

た めの力を指すの ですが、皆さん は高校生活の 中で、様
々 なことにチャレ ンジし、経験を 積んで、社会 で生き抜

く 力を身につけて ください。「心 」が「体」を 動かすの
で す。始業式には 「構え」につい て話しました が、毎日
「 さぁ、やるぞ」 という気持ちを 持って、これ からがん

ば っていきましょ う。

５ 月行事予定 １日（金） Ｅ ＳＤ体験学習

１ １日（月） 中 間考査発表
２ １日（木） 考 査終了 総体 壮行会

生 徒総会（予算 ）

左 近 晴 久 先 生
新 宮 高 校 定 時 制 か ら 転 勤 し て

き ま し た 。 そ の 前 は 、 串 本 校 舎
で １ １ 年 間 勤 務 し て い た の で 、
久 し ぶ り に 校 歌 を 聴 い て 懐 か し
く 思 い ま し た 。い ろ い ろ な 形 で 、
生 徒 諸 君 ら と 関 わ れ る の を 楽 し
み に し て い ま す 。 よ ろ し く お 願
い し ま す 。

佐 々 木 紀 男 先 生
今 回 の 人 事 異 動 で 転 任 し て き

ま し た 佐 々 木 紀 男 で す 。 前 任 校
に は 11 年 勤 務 し 、 久 々 の 転 任
で す 。 こ の 古 座 校 舎 の こ と は ほ
と ん ど 知 ら な い こ と ば か り 。 見
る も の 、 聞 く も の 全 て が 新 鮮 に
感 じ ら れ ま す 。 校 舎 内 外 の 雰 囲
気 、 生 徒 た ち の 様 子 な ど 。 私 の
心 も リ フ レ ッ シ ュ さ れ 心 機 一

転 、 新 た な 自 分 の 夢 や 目 標 に 向 か っ て 一 日 一 日 を 大 切 に
し て い き た い と 思 い ま す 。

田 原 敬 治 先 生

こ ん に ち は 、 今 年 度 、 古 座 キ

ャ ン パ ス に 赴 任 し た 田 原 敬 治

で す 。 担 当 科 目 は 理 科 で す 。 3

月 ま で は 、 和 歌 山 県 庁 の 自 然

環 境 室 で 、 南 紀 熊 野 ジ オ パ ー

ク を 作 り 、 運 営 す る 仕 事 を し

て い ま し た 。

学 生 時 代 は 、 地 球 科 学 や 環 境 学 を 勉 強 し て い ま し た 。

南 紀 熊 野 地 域 の 自 然 に 興 味 が あ り ま す 。 み な さ ん と 一 緒

に 野 外 に で か け て 、 自 然 観 察 な ど を 行 い た い と 思 っ て い


